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愉
し
い
散
歩
で
マ
ン
ポ
を

　

渡
良
瀬
遊
水
地
周
辺
の
堤
防
が
主
な

コ
ー
ス
で
は
あ
り
ま
す
が
、
約
20
年
に

渡
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

最
初
の
こ
ろ
は
、
病
後
の
リ
ハ
ビ
リ

を
兼
ね
た
犬
を
連
れ
て
の
散
歩
程
度
で

し
た
が
、
気
心
の
知
れ
た
仲
間
と
話
し

な
が
ら
地
域
内
の
自
然
や
文
化
財
な
ど

を
訪
ね
た
り
等
々
を
経
て
、
現
在
で

は
、
健
康
の
維
持
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
継
続
で
き
る
体
力
づ
く
り
の
た
め
、

「
１
万
歩
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
実
践
中

で
す
。

　

歩
く
前
の
ス
ト
レ
ッ
チ
は
必
ず
行
い
、

全
身
運
動
と
し
て
、

①
基
本
の
正
し
い
フ
ォ
ー
ム

②
歩
幅
は
小
さ
く
早
く
歩
く

③
大
き
く
手
を
振
り
歩
幅
も
大

④
両
手
を
上
に
下
に
を
繰
り
返
し
、
歩

　

幅
は
普
通
に

⑤
た
ま
に
大
声
で（
フ
ァ
ー
と
）叫
ぶ

①
〜
⑤
の
項
目
の
う
ち
、
い
く
つ
か
の

項
目
を
選
び
な
が
ら
毎
日
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
実
行
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
と
っ
て
お
き
の
５
つ
の
コ
ー
ス

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
野
木
町
煉
瓦
窯
周
辺
〜
野
渡
橋
〜
堤

　

〜
赤
麻
橋
〜
鷹
見
台（
往
復
）

②
野
木
町
煉
瓦
窯
〜
水
辺
の
楽
校
〜
野

　

渡
橋
〜
堤
〜
古
河
方
面
越
流
堤

③
野
木
町
煉
瓦
窯
〜
野
渡
橋
〜
堤
〜
古

　

河
方
面
越
流
堤
〜
古
河
第
一
排
水
門

　

〜
堤
防
決
壊
口
の
碑
〜
旧
三
国
橋
〜

　

ゴ
ル
フ
場
〜
満
福
寺

④
満
福
寺
〜
堤
〜
旧
・
新
三
国
橋
〜
古

　

河
総
合
公
園（
往
復
）

⑤
満
福
寺
〜
堤
〜
旧
・
新
三
国
橋
〜
渡

　

良
瀬
川
、
利
根
川
の
合
流
地
点（
往

　

復
）

そ
の
日
の
気
分
で
歩
く
コ
ー
ス
を
変
え

て
い
ま
す
。

　

私
の
場
合
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
趣
味
実

益
も
兼
ね
て
お
り
、
朝
日
や
夕
日
の
景

色
な
ど
、
写
真
の
撮
影
を
通
し
た
自
然

と
の
「
一
期
一
会
」
を
愉
し
ん
で
お
り

ま
す
。
思
川
の
周
辺
は
川
霧
の
発
生
日

が
頻
繁
で
、平
地
で
は
珍
し
い「
ブ
ロ
ッ

ケ
ン
現
象
」
に
も
出
合
え
ま
す
。
こ
の

ほ
か
に
も
四
季
折
々
の
環
境
変
化
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
健
康
の
た
め
、
ま
た
、

新
た
な
野
木
町
の
魅
力
発
見
の
た
め
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
い
か
が
で
す
か
!?

足利銀行　野木支店

所在地　　野木町大字丸林 393　　従業員数　20 名
主な事業内容　普通銀行業務
　宇都宮市に本店を置く地方銀行で、北関東を主要営業エリ
アとし、154 店舗を展開。「地域と共に生きる」「豊かさの創
造に寄与する」を企業理念とし、「地域のメインバンク」を目
指しています。
　平成28年10月に常陽銀行と経営統合し、国内地方銀行トッ
プクラスの規模となり、また、野木支店は平成 29年６月 27
日をもって店舗開設 40年を迎えることができました。
　これからも野木支店ではお客様への感謝の気持ちを胸に地
域密着型の総合金融機関として地域経済の発展に貢献すると
ともに、地域の皆さまに信頼され頼りにされる銀行を目指し、
地道にそして着実に歩んでまいります。

《社員のひとこと》
　地元栃木県の金融機関として、地域の皆さまに愛され親しまれる銀行になるよう、信頼に応えて
いきたいと思います。毎日笑顔でお迎えいたします。ぜひご来店ください。。　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　（融資グループ　井上浩成）
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